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資料-３



１ 高松広域都市圏都市交通マスタープランについて

２ 高松広域都市圏都市交通マスタープランフォローアップ委員会
について

３ これまでの委員会での整理

４ 情報提供、報告
① 四国運輸局 ： 情報提供（地域公共交通）
② 四国地方整備局 ： 情報提供（立適・都市再生整備計画）
③ 高松市交通政策課 ： 高松市における総合的な交通体系の再構築
高松市都市計画課 ： 仏生山地区における「みんなの病院を核としたまちづくり」

について
※閉会後、現地視察（仏生山駅～伏石駅周辺のまちづくり）を実施します。

2議事：第９回高松広域都市圏都市交通マスタープランのフォローアップについて



・人口減少・高齢化、環境問題、価値観の多様化、災害など、交通行動の変化を誘引する様々な事
象が生じている。
・目指す将来都市像となる「持続可能なまちづくり」を実現する、「目標達成型の計画」が求められてい
る。

①「高松広域都市圏都市交通マスタープラン」の背景

・土地利用と交通に関する施策によってまちづくり計画を支える総合的な計画とする。

②高松広域都市圏都市交通マスタープランの位置づけ

高松広域都市圏都市交通マスタープラン

香川県全域

せとうち田園都市香川創造プラン

地域別計画

都市計画区域マスタープラン

市町別計画

都市計画マスタープラン

市町別個別計画（交通分野等）
とも整合

・高松市総合都市交通計画
・高松市交通戦略計画

・高松市環境配慮型都市交通計画
・地域公共交通総合連携計画

国の関連の法律等を踏襲
・都市再生特別措置法

・地域公共交通活性化再生法
・交通政策基本法

１ 高松広域都市圏都市交通マスタープランについて 3



１ 高松広域都市圏都市交通マスタープランについて 4

ある1日に外出したかどうか、また、外出した場合「いつ」「どこに」「どのような交通手段で」移動したかなどを調査します。

〇パーソントリップ調査とは

〇都市計画：集約型のまちづくりに向けて
これまでの都市では、市街地が拡散したことや、車社会が進んだことにより、公共交通利用者の減少、それに伴うサー
ビスレベルの低下、また、中心市街地の衰退などが進んできました。
人口減少、超高齢社会の到来などを見据えると、都市機能の市街地への集約や公共交通の充実、郊外への新たな
都市基盤（道路、上下水道など）整備を抑制することが必要です。

・パーソントリップ調査では、どこからどこへ、どのような目的で人が移動しているかがわかります。
・人口減少・超高齢化射会の到来に対応した、地域の中心部に都市機能を集約させたまちづくりの検討に活用できます。



１ 高松広域都市圏都市交通マスタープランについて 5

〇交通計画：公共交通（鉄道・バス）の利便性の向上

〇防災計画：災害に強いまちづくりに向けた避難計画

・ 駅ごとに、どれだけの人が、どのような交通手段を使って集まってきてい
るのかがわかります。
・ 駅前での自動車・自転車・バスと鉄道との乗り継ぎの利便性の向上を図
るため、交通結節点の改善計画などに活用できます。
・ 高齢の方などが、どこからどこへ移動しているかがわかります。
・ 市町コミュニティバスの計画などに活用できます。
・ いつ、どこからどこへ鉄道や路線バスが利用されているかわかります。
・ 鉄道の利便性向上（新駅設置、増便、スピードアップなど）や路線バス網
の再編などの検討に活用できます。

〇環境対策：自動車交通による地球環境への
影響改善（CO2排出量の予測など）

・ いつ、どこに、どれだけの人が滞在しているかがわかります。
・ 災害時を想定した避難場所、避難経路など、円滑な避難のための検討に活用できます。

・ どれだけの人が、どのような交
通手段を使って、どの程度の距
離を移動しているかがわかりま
す。
・ 自動車などの交通による今後
のCO2排出量の予測に活用でき
ます。



土地利用と交通に関する
３４施策メニューの提案

（「持続可能なまちづくり」
の方向性を示す）

【フォローアップの内容】
〇施策の進捗管理・評価
〇施策見直しの必要性が生じた場合の改
善方針の検討

〇国、県、市町及び交通事業者が同一の
方向性で施策を実施するための連携強
化及び情報共有

拠点内居住の促進

適正な土地利用コントロール

拠点間連携軸の強化

拠点（交通結節点）へのアクセス性向上

公共交通の利用促進

拠点内周遊環境向上

・拠点内の住居を魅力あるものにするとともに、拠点内への居住を促進します。

・拠点内と拠点外の土地利用を分けます。

・拠点と拠点を結ぶ交通を魅力あるものにします。

・一定のサービスを有する交通を確保します。

・拠点内の移動を便利にするための交通を確保します。

・公共交通を将来にわたって維持し、より魅力的な移動を促していきます。

〇都市計画区域マスタープラン
⇒42の拠点から成る集約型都市構造を提言
〇高松広域都市圏都市交通マスタープラン
⇒都市計画区域マスタープランを踏まえ、
パーソントリップ調査の結果などから抽出された課題に
対応するための施策を体系化。

6１ 高松広域都市圏都市交通マスタープランについて

〇香川県が目指すべき都市構造

〇集約型都市構造への転換に資する施策体系



〇計画の具現化を図るため、３４の施策メニューのほか、各種計画などの進捗管理が重要。

交通施策

土地利用施策

31.ライフステージ変化時の
都心居住優遇措置（補助）

適正な土地利用
コントロール

拠点内居住の促進

34.拠点内の用途地域の設定

1. 新交通システムの導入

21. バス専用レーン化
（広域拠点+広域拠点隣接地域拠点）

20. ことでん本数増便（一部複線化）

9. 拠点内主要駅へのアクセス街路整備

11. 拠点内主要駅のバリアフリー化

12. バス車両のバリアフリー化

13. 歩道整備

14. 自転車専用道・レーン等整備

15. 広域拠点内交通の確保

6. 駅前広場整備（仏生山駅）

7. P&R・P&BR駐車場整備

5. ことでん新駅整備

18. モビリティマネジメントの実施

29.広域拠点流入規制

30. 広域拠点内駐車対策

16. 拠点内コミュニティサイクル

19. JR運行本数増便（一部複線化）

4. コミュニティバス再編（選択と集中）

3. 路線バス再編（選択と集中）

22. デマン ドバス ・乗合タクシー等
需要に応じたサービス検討

32.拠点内建築物のリノベーション

17. 鉄道・バス・P&R等間の
共通ICカード化による料金割引

8. C&R駐輪場の整備

23. JR-ことでん間の乗継強化
（高松駅-高松築港駅）

拠点（交通結節点）
へのアクセス性向上

拠点間連携軸
の強化

公共交通利用促進

拠点内周遊環境
向上

2. 都市計画道路網の整備

27. 道路空間の再編

28. 都心環状道路整備
（広域拠点通過交通抑制）

33.拠点外の土地利用規制

24. 基幹交通軸の結節機能の強化

26. 地域拠点内交通の確保

10. 空港へのアクセス性の向上

＜施策メニュー＞

戦略型シナリオ①（既存施策） 戦略型シナリオ②（追加提案施策）

＜施策体系＞

25. JR新駅整備

施策推進に資する主な
計画策定状況

〇都市計画マスタープラン

〇地域公共交通計画 （旧公共交通網形成計画） 〇防災関連計画

〇立地適正化計画

32-1. 都市機能の向上策

7１ 高松広域都市圏都市交通マスタープランについて



8１ 高松広域都市圏都市交通マスタープランについて

〇公共交通網計画の施策の体系図



9１ 高松広域都市圏都市交通マスタープランについて

〇道路網計画の施策の体系図



10１ 高松広域都市圏都市交通マスタープランについて

〇広域拠点内の施策の体系図



〇ＰＤＣＡサイクルの確立
マスタープランの目標年次・・・令和14年

〇フォローアップの頻度
進捗管理・・・１年毎
・ 各事業主体における施策の進捗管理表を基に、毎年の進捗管理結果の情報共有
・ 各事業主体における代表的取組事例の情報発信

施策評価・・・５年毎
・ 指標評価の結果を協議し、必要に応じ施策の見直し等を検討する（小さなＰＤＣＡ)

ＡＣ ＰＤ ＤＰ

5年 5年 5年 5年

計
画
策
定

目
標
年
次

（令
和
14
年
）

Ｃ

ＡＤ

Ｐ

Ｃ

ＡＤ

Ｐ

Ｃ

ＡＤ

Ｐ

小さなＰＤＣＡサイクル

施策実施状況の把握（進捗管理）・情報発信の継続

評価 評価 評価

11１ 高松広域都市圏都市交通マスタープランについて



〇国、県、市町、交通事業者等が同一の方向性で施策実施を目指すための｢仕組みづくり｣

情報共有
●県内の施策実施状況、進捗状況の把握、
●施策や都市構造の評価内容を共有
●アーカイブの蓄積

情報発信
●代表的な取組事例の紹介
●インターネット等で情報を発信する。

【高松広域都市圏都市交通マスタープランフォローアップ委員会】

（都市＋交通）
まちづくりの連携強化・情報共有の場

交通
事業者県

国 市町
県民

委員会 勉強会

〇 委員会と勉強会の実施により、情報
の共有、施策の促進を図る

〇 委員会の考え方を、市町の実務者
にフィードバックする

12２ 高松広域都市圏都市交通マスタープランフォローアップ委員会について



実施施策に関するアンケート調査を集約し、｢実施施策一覧表｣に取りまとめた。

【詳細は資料４－１～４－３をご覧ください】

〇｢実施施策一覧表｣

アンケート調査のうち、各市町の代表的な取組について集約し、昨年の内容と比べ
新たな取り組みや、継続的に検討しているものに着目し、施策毎の特徴的な取組を
整理した。

〇｢代表的取組事例一覧表｣

13２ 高松広域都市圏都市交通マスタープランフォローアップ委員会について



14２ 高松広域都市圏都市交通マスタープランフォローアップ委員会について

11.拠点内主要駅の
バリアフリー化

施策体系 ・ 拠点（交通結節点）へのアクセス性向上

想定される効果
・ 高齢者や身体障害者等の移動の支援
・ 高齢者や身体障害者等の外出機会の促進

■市町名 各市町

■事業年度（計画） 短期

■想定される事業主体 ことでん・JR

■具体的内容

・ 高齢者や身体障害者等の全ての人にとって、移動しやすい公共交通の利用環境を確保するため、拠点内主要駅に
バリアフリー施設の設置、改修を実施。
・ エレベーター設置等による段差の解消、視覚障害者誘導用ブロック、車いす使用者対応型トイレ、ホームドアの設置等

○フォローアップの内容 （例）上段：計画掲載の個別施策イメージ／下段：資料4-1（実施施策一覧表）抜粋

H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06以降 備考（R04末時点）

10.空港へのアクセス
性の向上

香川県
・県道円座香南線（中間工区）【区間延長L=3.0km】の暫定整

備(H30.3供用開始)
・香南工区【区間延長L=6km】の事業着手

JR四国

・みどりの券売機プラスの導入（栗林、志度、三本松、琴平）

駅周辺整備む含めた多度津駅バリアフリー化に向けて、自
治体と検討を進めていく予定

丸亀駅において、内方線付き点状ブロックの整備を実施
【参考】バリアフリー適合車の導入（特急気動車2700系：23

両）
・駅周辺整備む含めた多度津駅バリアフリー化に向けて、自

治体と検討を進めていく予定
・2023年度は端岡駅において内方線付き点状ブロックを整

備予定

ことでん
仏生山駅のスロープ設置、視覚障碍者誘導ブロック、多機
能トイレ整備

高松市

善通寺市 市民バスの一部にノンステップ型バスを導入

バス協会

【ことでんバス】
・中型ノンステップバス導入見送り

　幹線系統補助４両（国・県補助）

　準幹線系統補助１両（高松市補助）
・大型車両２両導入見送り

【琴讃バス】

・R2．9月小型ノンステップバス導入

　幹線系統補助2両（国・県補助）
　地域内フィーダー系統１両（国補助）

・R3．9月中型ノンステップバス導入
　幹線系統補助1両（国・県補助）

・R3．9月小型ノンステップバス導入
　幹線系統補助1両（国・県補助）

・R4．9月中型ノンステップバス導入
　幹線系統補助1両（国・県補助）

・R4．9月小型ノンステップバス導入

　幹線系統補助2両（国・県補助）
【大川バス】

・R3.9中型ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽ車両１両導入（国・県補助）
・R4.9中型ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽ車両１両導入（国・県補助）

実施施策一覧表　【交通施策】

施策体系 施策 実施主体
実施計画

11.拠点主要駅のﾊﾞ
ﾘｱﾌﾘｰ化

12.バス車両のバリア
フリー化

バリアフリー車両導入

地域高規格道路の整備

転落に対する安全対策

凡例

実施施策 検討施策

継続施策 改訂等

高田駅

バリアフリー車両導入

学園通り駅整備

仏生山駅整備

バリアフリー車両導入補助

拠点への

アクセス性

向上



R2.2.18多度津町にてワーキングを実施

・フォローアップ委員会を実務者にフィードバック
・既存の取組を活かしながら、柔軟に実施
・多度津町をモデルエリアとして「都市のスポンジ化」に着目したワーキングを実施

〇都市交通マスタープラン勉強会

〇第１回勉強会（H28.12)
・丸亀市の取組み（リノベーションまちづくり）
・西予市の取組み（立地適正化計画） 等

〇第２回勉強会(H29.12)
・綾川町の取組み（都市計画用途地域の検討）
・都市構造に関するワーキング 等

〇第３回勉強会(H30.11)
・モニタリング指標の共有と課題認識 等

○第４回勉強会(R1.11)
・復興事前準備、国土強靭化計画 等

○第５回勉強会(R3.3) ※書面開催
・第６回委員会の情報提供

○第６回勉強会（R5.7）
・地理空間情報の活用について 等

○第7回勉強会（R5.12）
・富山市の取組み（富山型コンパクトシティ） 等

15２ 高松広域都市圏都市交通マスタープランフォローアップ委員会について



３ これまでの委員会での整理

○今後の委員会のあり方や実施方針の再検討
（市町アンケート調査結果の整理（第６回委員会））

【問題点への対応】
・ 都市交通マスタープランの目的、役割、取組体制を周知
・ 各種施策実施の参考となる事例発表や最新情報の提供を継続して実施
・ 行政（都市、交通）と交通事業者で継続して課題の共有を図る
・ 「集約型都市構造の実現に向けたまちづくり基本方針（H19.10）」の考え方につい
ての継続的な説明や関連する事業について周知

16

○委員からの意見等（抜粋）
① 交通マスの見直し等について
② HP上等での情報共有
③ 意見交換の場の確保

今後も本委員会での情報共有を継続
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交通計画
1991
(H３)
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〇これまでの経緯と今後のスケジュール

2021
(R3)

2024
(R6)

2025
(R7)

都市計画基礎調査

指標評価・
計画について

（委員会で
議論？）

指標
評価

第９
回委
員会

(今回)

第８
回委
員会

第７
回委
員会

調査
15年 指標

評価

第1回（S49）
第2回（S61）
第3回（H24）

【調査圏域】

３ これまでの委員会での整理



○新たな都市交通調査体系のあり方に関する検討会（R4.7）

18３ これまでの委員会での整理



○新たな都市交通調査体系のあり方に関する検討会（R4.7）

19３ これまでの委員会での整理



○新たな都市交通調査体系のあり方に関する検討会（R4.7）

20３ これまでの委員会での整理



○新たな都市交通調査体系のあり方に関する検討会（R4.7）

21３ これまでの委員会での整理



○第10回 新たな都市交通調査体系のあり方に関する検討会 （R5.10.31）

22３ これまでの委員会での整理



23３ これまでの委員会での整理

〇県HPの掲載状況 https://www.pref.kagawa.lg.jp/toshikei/masterplan/pt/kfvn.html



４ 情報提供、報告

① 四国運輸局 ： 情報提供（地域公共交通）

② 四国地方整備局 ： 情報提供（立適・都市再生整備計画）

③ 高松市交通政策課 ： 高松市における総合的な交通体系の
再構築

高松市都市計画課 ： 仏生山地区における
「みんなの病院を核としたまちづくり」
について
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